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３
月
定
例
会

　令和３年第１回定例会（３月議会）は、３月１日に開会し、24 日ま

での会期で開催しました。代表及び一般質問は、９日から 12 日まで

の４日間で 12 人の議員が質問を行い、15 日からの予算決算委員会

では一般会計・特別会計それぞれの当初予算及び補正予算を審査し

ました。24 日の議案審議では、新型コロナウイルス感染症対策への

強化をはじめ「とうかいまるごとデジタル化構想」や、７月 24 日開

館予定の「歴史と未来の交流館」の活用推進を含む一般会計予算な

ど村長提出の議案 36 件すべてを可決しました。

※�全議案の議決結果はホーム
ページでご覧いただけます。

３月議会
あらまし

　

東
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

３
月
11
日
の
本
会
議
で

は
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
へ
の
黙
と
う
を
さ
さ

げ
ま
し
た
。

賛成（17） 反対（1）

令和３年度一般会計予算
総額188億2,200万円を可決

前年度比
８％減

笹嶋 士郎 議員（新政とうかい）
　常陸那珂共同火力発電所１号機にかかる村
税収入増は、明るい材料である。昨年度から
継続した新型コロナ感染症予防対策を含む予
算となっており評価できる。また、事業は村
民に寄り添った形で計画し、しっかりと課題
解決に向け実行すべき。

大名 美恵子 議員
　コロナ対策で国の特別定額給付金に見合
う支援策や水道料金の無料化等、全村民へ
の確実な支援策がない。PCR 等検査につい
てはやらないと断定している。国が個人の
情報を一括管理するデジタル化推進に積極
的予算のため反対。

～新型コロナウイルス対策に引き続き注力！～

賛成議員の主張 反対議員の主張
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　　　　　 まちのこえ

村 全 体 を 元 気 に す る 企 画 に 期 待

３
月
定
例
会

村民の暮らしと安全を守るため
新型コロナウイルス感染症への対応強化

事規 業新
キャッシュレス決済ポイント還元事業

　3,573 万５千円
　村内の対象店舗でキャッシュレス決済を利用した
消費者に対し、決済金額の一部がポイント（還元率
30％、上限あり）として還元される事業が５月～６
月末まで実施されます。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、非接触
などの新しい生活様式への転換が求められているこ
とから、キャッシュレス決済の推進や事業者支援、
消費者への生活支援を図るものです。

感染症予防対策支援補助金　　
2,500 万円

　村内の中小企業者や個人事業主を対象に、村内
の店舗等で使用する感染症予防のための衛生消耗
品や機器の購入に対して支援さ
れます。
　新型コロナウイルス感染症の
感染拡大を考慮し、令和３年度
においても引き続き継続される
ものです。

令和２年度のコロナ対策予算で実施された事業
に対するまちの声を紹介します。

安 心 し て 事 業 が 継 続 で き る よ う に HAIR SHOP KID　店長　松本 祐二さん

　　　　　 まち

アナザースペース　代表　海野 知勝さん

　
感
染
防
止
対
策
へ
の
補
助

を
活
用
し
て
空
気
清
浄
機
を

購
入
し
ま
し
た
。

　
感
染
予
防
を
図
ろ
う
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
タ
イ
ミ
ン

グ
も
良
く
活
用
さ
せ
て
も
ら

い
助
か
り
ま
し
た
。
お
客
さ

ん
か
ら
も
安
心
し
て
来
店
し

て
も
ら
え
好
評
で
す
。
今
後

も
、
住
民
目
線
の
取
り
組
み

を
期
待
し
ま
す
。

　
と
う
か
い
Ｉ
～
Ｍ
Ｏ
の
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
飲
食
店
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
当
初
は
ど
の
く
ら
い
の
利

用
が
あ
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し

た
が
、
結
果
的
に
は
多
く
の
お

客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
も
村
全
体
を
元
気
に

す
る
事
業
を
計
画
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

〇活用した村の補助

令和２年度
感染症予防
対策支援補助金
コロナ対策に使う衛生機
器等の購入費に対する
10 ／ 10 補助

〇活用した村の補助

とうかい I ～ MO の
キャンペーン

（終了事業）
商品を３割引きで村民に
販売・提供し、割引分を
補助する村の独自策

　　　　　 まち　　　　　 まち
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自
分
の�

意
見
（
賛
成
ま
た
は
反
対
）
を

表
明
し
、
そ
の
意
見
に
反
対
す

る
議
員
、
賛
否
の
意
思
を
決
め

て
い
な
い
議
員
を
、
自
分
の
意

見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
行
う
も
の
で
す
。

討
論
と
は
…

　　　　議員名

議案等名　　　　

新政とうかい 光風会 公明党

結果
鈴
木
　
　
曻

飛
田
　
静
幸

舛
井
　
文
夫

大
内
　
則
夫

越
智
　
辰
哉

河
野
　
健
一

武
部
　
愼
一

吉
田
　
充
宏

寺
門
　
定
範

笹
嶋
　
士
郎

三
上
　
　
修

江
田
　
五
六

恵
利
　
い
つ

岡
崎
　
　
悟

植
木
　
伸
寿

大
名
美
恵
子

村
上
　
　
孝

阿
部
　
功
志

議案第　７号 ○

議長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 11 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 12 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 13 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 14 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 16 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 23 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 24 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 25 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決
議案第 26 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

○…賛成　　　×…反対� ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

議 案 第 ７ 号

東海村職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について

給与制度の適正化を図るため昇給制度を見
直すほか、地域手当の支給割合に関する特
例期間を延長するため、条例の一部を改正
するもの

議 案 第 11 号

東海村指定居宅介護支援事業者の指定に関し
必要な事項並びに指定居宅介護支援等の事業
の人員及び運営に関する基準等を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

運営に関する基準等を改めるため、条例の
一部を改正するもの

議案第 12 号

東海村指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準等を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

人員、設備及び運営に関する基準等を改め
るため、条例の一部を改正するもの

議案第 13 号

東海村指定地域密着型介護予防サービスの
事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準等
を定める条例の一部を改正する条例の制定
について

人員、設備及び運営に関する基準等を改め
るため、条例の一部を改正するもの

議
案
第
11
号

　
必
要
な
改
定
も
あ
る
が
、
介
護
従
事

者
の
処
遇
改
善
等
は
行
わ
れ
ず
、
同

時
に
介
護
体
制
の
緩
和
策
や
柔
軟
化

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
従
事
者
へ

の
し
わ
寄
せ
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低

下
が
問
題
に
な
る
。

議
案
第
24
号

　
国
民
健
康
保
険
は
社
会
保
障
制
度

で
あ
り
、
命
、
健
康
、
暮
ら
し
を
守

る
た
め
の
制
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
赤
字
解
消
計
画
を
進
め
る
の
で

は
な
く
、
村
民
負
担
増
を
軽
減
し
て
、

村
民
の
健
康
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

こ
そ
必
要
で
あ
る
。

議
案
第
25
号

　
本
医
療
制
度
は
後
期
高
齢
者
の
人

口
と
医
療
費
が
増
加
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
保
険
料
の
値
上
げ
に
直
結
し
、
受

診
抑
制
が
も
た
ら
さ
れ
、
医
療
確
保

の
自
己
責
任
を
高
め
る
制
度
で
あ
る
。

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
医
療
制
度
へ

の
転
換
を
強
く
求
め
る
。

大
名…

美
恵
子…

議
員

議案第 14 号

東海村指定介護予防支援事業者の指定に関し
必要な事項並びに指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について
運営に関する基準等を改めるため、条例の
一部を改正するもの

議案第 16 号

令和２年度東海村一般会計補正予算（第11号）
法人村民税及び新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金の増額のほか、各
事業費の確定に伴い、必要な予算措置を講
じるもの

議案第 23 号
令和３年度東海村一般会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ 18,822,000
千円とする一般会計予算

議案第 24 号
令和３年度東海村国民健康保険事業特別会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ 3,056,269 千
円とする国民健康保険事業特別会計予算

議案第 25 号
令和３年度東海村後期高齢者医療特別会計予算
予算総額を歳入歳出それぞれ 541,411 千円
とする後期高齢者医療特別会計予算

議案第 26 号

令和３年度東海村介護保険事業特別会計予算
保険事業勘定の予算総額を歳入歳出それぞ
れ 2,754,703 千円、介護サービス事業勘定
の予算総額を歳入歳出それぞれ 4,424 千円
とする東海村介護保険事業特別会計予算
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質

問

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

村政を問う！ 一般質問代表質問

代表質問

検索東海村議会

一般質問
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鈴木　曻　議員　P. ６
１　村政運営の基本方針と予算編成
２　コロナ対策とワクチン接種
３　第６次総合計画の推進と少子化対策
４　�本村教育の現状の課題認識と今後の展望
５　幹線道路の整備とまちづくり
６　歴史と未来の交流館の開館に向けて
７　�デジタル化の推進と庁舎機能の分散配置
８　原子力政策について
９　�公共サービスの新たな視点と各種団体との
　　連携
10　村長選への対応
江田　五六　議員　P.7
１　コロナによる生活困窮者への対策は
２　コロナ後の東海病院のあり方は
３　�コロナ禍での児童・生徒への教育のあり方
４　 コロナ禍ＩＴ機器活用による超近視時代への

対応は
５　コロナ後の歴史と未来の交流館のあり方
６　コロナ後の自治会への補助金のあり方
７　コロナ後の葬送のあり方は
８　�コロナ後には日本原子力研究開発機構の予算

要望が必要
植木　伸寿　議員　P.8
１　令和３年度村政運営の考えは
２　現状を踏まえた学校教育の進め方は
３　地域活動推進への取組は
４　切れ目のない子育て支援の取組は
５　農業支援に向けた取組は
６　文教エリア活用への取組は

恵利　いつ　議員　P.9
１　�2050�カーボンニュートラル（脱炭素社会）

に向けて、村の取り組む姿勢を問う
２　村が緑地として所有している土地活用は
３　キャッシュレス決済ポイント還元事業とは
４　�２月１３日地震を受けて、原発に対する
　　住民の疑問
阿部　功志　議員　P.9
１　原発問題の危機管理に対する考え方は
２　�広域避難計画で避難所の割り振りの見直しなどは
３　延期されている「自分ごと化会議」の今後は
４　幼稚園保育所対策と少子化対策との整合性は

三上　修　議員　P.10
１　�エネルギーや原子力問題に関する学校教育及

び社会人教育の拡充
２　自治会制度のあり方と今後の展望
３　�須和間霊園の共同慰霊堂と家族葬施設設置
寺門　定範　議員　P.10
１　�東海スマートインターの大型車両通行可と
　　周辺道路の整備など
２　 ６号国道の４車線化に伴う取り付け道路の
　　改良整備など
３　農地利用集積・集約化について
笹嶋　士郎　議員　P.11
１　女性職員の働き方改革
２　村立東海病院の改修計画
３　土地改良区と水利組合の統合
４　カバークロップ栽培奨励補助事業
岡崎　悟　議員　P.11
１　介護リフォーム制度について
２　避難所に「感震式キーボックス」の設置を
３　防災無線の活用
４　一人暮らし高齢者の見守り
村上　孝　議員　P.12
１　地域自治の活性化対策
２　少子化対策の具現化
３　新川の管理問題
４　新たな「公共」の考え方
武部　愼一　議員　P.12
１　2050 年二酸化炭素排出実質ゼロ
　　（ゼロカーボンシティ）について
２　生活道路標示の修復
３　コロナ禍における総合管理計画
４　�3.11 東日本大震災原子力災害で発生した
　　除去物の埋設処分実証試験
大名　美恵子　議員　P.13
１　新型コロナウイルス感染拡大防止策について
２　�LGBT 等に関する差別や人権侵害を解消し、

ジェンダー平等の実現をめざすために
３　コロナ禍における子どもの心のケア
４　原科研 JRR-3 の運転再開
５　東海第二原発の再稼働是非判断に関連して
６　 「新たな公共」の考え方は、住民生活に
　　格差を広げないか
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新政とうかい

鈴
す ず

木
き

　曻
のぼる

　議員

問 　財政見通しを村民と共有すべき
答 　村長自らが説明する機会を設ける　

問　
令
和
３
年
度
は
、
火

力
発
電
所
の
稼
働
に
よ
り

税
収
増
の
見
込
み
で
あ
る
。

引
き
続
き
安
定
的
な
村
政

運
営
が
期
待
で
き
る
が
、

財
政
状
況
の
見
通
し
は
。

答　

歳
入
は
村
税
が
一

時
的
に
増
収
だ

が
、
令
和
４
年

度
以
降
は
一
定

の
割
合
で
逓
減

し
て
い
く
。
歳

出
は
、
交
流
館

建
設
な
ど
の
大

規
模
事
業
終
了

に
伴
い
投
資
的

経
費
が
縮
小
し
、

令
和
４
年
度
以

降
は
、
事
業
の

平
準
化
に
よ
り

同
規
模
で
推
移

す
る
。
今
後
、
歳
入
が
減

収
す
る
一
方
で
行
政
需
要

の
多
様
化
に
よ
る
歳
出
増

大
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
さ
ら
な
る
事
業
精
査

と
持
続
可
能
な
歳
出
構
造

へ
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

問　

昨
年
９
月
に
村
長

は
、「
本
村
の
成
長
を
支

え
て
き
た
財
政
力
は
、
決

し
て
安
泰
と
は
言
え
な

い
」
と
行
政
経
営
方
針
で

述
べ
た
。
厳
し
い
な
ら
ば

こ
そ
、
村
長
自
ら
が
直
接

村
民
に
対
し
、
本
村
の
財

政
見
通
し
を
伝
え
る
べ
き
。

答　

将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
し
た
財
政
経
営
維

持
の
た
め
、
し
っ
か
り
と

村
の
財
政
状
況
を
説
明

し
、
持
続
可
能
な
歳
出
構

造
の
転
換
へ
の
理
解
を

求
め
て
い
く
。
地
域
の
懇

談
会
な
ど
に
出
向
き
、
村

民
に
説
明
す
る
機
会
を

設
け
た
い
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答　
５
月
以
降
に
段
階
的

に
実
施
予
定

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
た
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

答　
ま
ず
３
月
中
旬
か
ら

専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
接
種
券
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
予
約
受
付
等

の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し

て
い
く
。
４
月
に
75
歳
以

上
の
方
に
接
種
券
を
発
送

し
、
ワ
ク
チ
ン
が
４
月
26

日
の
週
に
村
に
対
し
て
配

送
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る

が
、
量
に
限
り
が
あ
る
た

め
、
５
月
以
降
に
段
階
的

に
接
種
を
開
始
す
る
。
そ

の
後
、
順
次
65
歳
か
ら
74

歳
の
方
へ
接
種
を
実
施
す

る
予
定
で
準
備
を
進
め
て

い
る
。
な
お
、
接
種
方
法

に
つ
い
て
は
、
住
民
に
身

近
な
か
か
り
つ
け
医
等
に

よ
る
個
別
接
種
方
式
と
し
、

現
時
点
で
村
立
東
海
病
院

ほ
か
村
内
10
の
医
療
機
関

で
接
種
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。

問　
移
動
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
な
ど
、
訪
問
接
種

の
対
応
は
ど
う
か
。

答　
村
内
の
医
療
機
関
と

連
携
し
、
か
か
り
つ
け

患
者
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
し
た
場
合
に

は
、
訪
問
診
療
の
際

に
接
種
出
来
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。
ま

た
、
高
齢
者
施
設
の

連
携
医
療
機
関
等
の

医
師
が
接
種
医
と
し

て
施
設
に
出
向
く
形

で
の
巡
回
接
種
も
可

能
で
あ
り
、
接
種
体

制
の
確
保
に
向
け
調

整
を
図
っ
て
い
く
。

１月から営業運転開始となった常陸那珂共同火力発電所１号機

村内でもワクチン接種に向けた調整が進められている
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江
え

田
だ

　五
い つ む

六　議員

問 　児童生徒の眼軸近視への対応策は
答 　近視防止に具体的に取り組む　

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
Ｉ
Ｔ

機
器
を
使
用
し
た
30
㎝
以

内
の
作
業
（
学
習
・
ゲ
ー

ム
等
）
に
よ
る
「
眼
軸
近

視
」
が
増
え
て
き
た
。
視

力
1.0
未
満
の
割
合
は
、
小

学
生
で
全
国
平
均
34
％
、

中
学
生
に
な
る
と
57
％
と

発
表
さ
れ
て
い
る
。
児
童

生
徒
に
と
っ
て
は
１
０
０

年
の
人
生
を
生

き
て
い
く
非
常

に
大
切
な
目
で

あ
る
。
視
力
を

守
る
こ
と
に
対

し
て
、
今
後
の

学
校
で
の
取
組

を
伺
う
。

答　

村
内
小
・

中
学
校
児
童

生
徒
の
視
力
は
、

年
々
低
下
傾
向

に
あ
る
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
臨

時
休
業
後
に
も
、

視
力
低
下
者
が

若
干
増
え
た
と
い
う
報
告

も
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
Ｉ
Ｔ
機
器
の
長
時
間
使

用
な
ど
様
々
な
環
境
の
変

化
が
、
子
ど
も
達
の
身
体

に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与

え
て
い
る
。
視
力
を
守
る

新
習
慣
「
20
分
作
業
し
た

ら
、
20
秒
間
、
20
フ
ィ
ー

ト
（
約
６
メ
ー
ト
ル
）
先

を
見
る
」
な
ど
の
取
組
を
、

「
眼
軸
近
視
」
の
予
防
策
の

一
つ
と
し
て
今
後
養
護
教

諭
部
会
で
検
討
し
て
い
く
。

問　
シ
ス
テ
ム
で
高
齢
者

の
健
康
管
理
を

答　
実
証
研
究
結
果
等
を

注
視
し
て
い
く

問　
高
齢
者
と
東
海
病
院

が
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
使
っ
て

つ
な
が
り
、
健
康
状
態
の

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

以
前
か
ら
提
案
し
て
き
た
。

ア
プ
リ
や
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
を
使
っ
て
超
早

期
ケ
ア
が
可
能
と
な
り
、

答　
Ｉ
Ｔ
機
器
を
利
用
し

た
高
齢
者
の
健
康
状
態
が

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
作

り
は
、
医
療
機
器
関
連
企

業
が
開
発
し
た
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
で
症
状
や
血
圧
、
血

中
酸
素
濃
度
を
転
送
し
、

健
康
管
理
を
行
う
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
。
当
該
シ
ス
テ

ム
は
、
実
証
研
究
段
階
に

あ
り
、
国
に
お
い
て
、
そ

の
有
効
性
等
に
つ
い
て
検

証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
村
と
し
て
は
実
証

研
究
結
果
等
を
注
視
し
て

い
く
。

昭和54
0.0

10.0

20.0

30.0
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60.0

（％）

平成元 11 21 令和元
（年度）

中学校

小学校

17.91

35.19

20.60

40.90

29.71

52.54

34.57

57.47

25.77

49.69

グラフ【裸眼視力 1.0 未満の者の割合推移】

重
症
化
予
防
が
で
き
る
段

階
に
来
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
を
契
機
に
、
国
と
民
間

企
業
が
体
温
・
血
圧
を
測

定
す
る
と
瞬
時
に
デ
ー
タ

が
病
院
に
行
く
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
。
こ
れ
ら
の

シ
ス
テ
ム
は
、
高
齢
者
の

健
康
維
持
に
必
要
で
あ
る
。

眼軸の異常による視力低下

出典：令和元年度学校保健統計調査

将来、在宅で健康管理ができる時代になる
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公明党

植
う え

木
き

　伸
し ん

寿
じ

　議員

問 　現状を踏まえた学校教育は
答 　協働と個別最適化で充実を図る　

問　
学
校
で
は
、
コ
ロ
ナ

対
応
で
令
和
２
年
度
の
行

事
な
ど
も
中
止
や
縮
小
と

な
っ
た
。
こ
う
し
た
時
で

も
４
つ
の
学
べ
る
力
が
大

事
と
考
え
る
。「
人
を
大
切

に
す
る
力
」「
自
分
の
考
え

を
持
つ
力
」「
自
分
を
表
現

す
る
力
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
力
」で
あ
る
。
本
村
で
は
、

現
状
を
踏
ま
え
学
校
教
育

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答　

協
働
的
な

学
び
合
い
の
機
会

を
確
保
す
る
た
め
、

学
校
行
事
は
「
ど

う
す
れ
ば
実
施
可

能
か
」
教
職
員
と

児
童
生
徒
が
共

に
考
え
工
夫
し
な

が
ら
行
っ
て
き
た
。

学
校
は
、
学
習
機

会
と
学
力
を
保
障

す
る
だ
け
で
な
く

全
人
的
な
発
達
や

成
長
を
保
障
す
る

役
割
を
担
う
た
め
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安

心
・
安
全
な
居
場
所
と
な

る
よ
う
な
環
境
整
備
に
努

め
て
い
く
。
協
働
的
な
学

び
の
場
を
設
定
し
、
仲
間

と
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
の
楽
し

さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
一
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
個
に
応
じ
た
学
び
の

充
実
を
図
る
。

問　
Ｅ

*

Ｓ
Ｄ
教
育
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

答　
各
学
校
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

教
育
担
当
を
配
置
す
る
。

各
教
科
や
総
合
的
な
学
習

の
時
間
な
ど
に
お
い
て
、

環
境
教
育
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
教
育
を
行
い
、
そ

の
中
で
、
自
ら
課
題
を
発

見
し
そ
の
解
決
に
向
け
主

体
的
・
協
働
的
に
探
究
す

る
力
を
育
成
す
る
。

問　
地
域
活
動
担
い
手
確

保
へ
の
推
進
は

答　
担
い
手
確
保
の
環
境

づ
く
り
取
り
組
む

問　
今
後
の
住
民
自
治
を

担
う
人
材
育
成
の
仕
掛
け

は
。

答　

自
治
会
へ
の
加
入
促

進
と
活
動
に
参
加
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

問　
村
で
は
、
平
成
27
年

に
協
働
の
指
針
を
策
定
し

メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て

私
も
参
画
し
た
。
趣
旨
と

し
て
は
、「
東
海
村
に
住
ん

で
い
る
人
、
学
ぶ
人
、
働

く
人
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

尊
重
し
な
が
ら
、
村
を
愛

す
る
一
人
ひ
と
り
の
活
動

を
重
ね
合
わ
せ
村
を
育
て

よ
う
」と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
実
践
す
る
た

め
、
第
６
次
総
合
計
画
や

地
域
福
祉
計
画
な
ど
を
共

有
し
、
学
び
合
え
る
よ
う

役
員
等
と
連
携
を
密
に
人

材
の
確
保
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
る
が
。

答　
今
年
度
は
、
自
治
会

長
同
士
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
自
治
会
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
の
率
直

な
意
見
交
換
、
情
報
共
有
、

そ
し
て
自
治
会
長
同
士
の

横
の
連
携
を
図
っ
て
き
た
。

ま
た
、
自
治
会
長
連
絡
会

議
で
は
他
市
町
村
の
先
進

事
例
を
紹
介
し
、
新
た
な

視
点
で
の
自
治
会
活
動
や

事
業
の
振
り
返
り
、
き
っ

か
け
づ
く
り
に
も

取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
、
地
域
活

動
の
人
材
を
確
保

す
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
と
支
援
に

取
り
組
む
。

*ESD 教育 … 持続可能な開発のための教育のこと

タブレット端末を活用した総合学習の様子

自治会長会議で人材の確保と地域づくりに努める
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恵
え

利
り

　いつ　議員

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

慣れると意外と簡単だね

25回も完成延期の日本原燃六ヶ所
再処理工場（原子力資料情報室提供）

問 　ポイント還元事業、
準備不足では

答 　コロナ禍、切れ目のない支援に　

問 　なぜ核燃サイクル
破綻を認めない

答 　国の計画で取り組むとしている　

係
で
は
な
い
が
、
我
が
国

に
お
い
て
重
要
な
中
長
期

的
対
応
が
欠
か
せ
な
い
諸

課
題
を
伴
っ
て
お
り
、
評

価
の
尺
度
等
が
異
な
っ
て

並
行
的
に
捉
え
る
こ
と
は

難
し
い
。
こ
れ
ら
の
問
題

は
、
政
府
の
原
子
力
政
策

の
下
、
国
や
事
業
者
が
前

面
に
立
っ
て
役
割
を
果
た

し
て
い
く
も
と
の
考
え
る
。

問　
安
全
対
策
工
事
費
用

は
原
電
と
一
部
ゼ
ネ
コ
ン

と
で
契
約
の
妥
結
に
至
っ

て
い
な
い
と
報
道
さ
れ
た
。

村
は
原
電
に
事
実
確
認
を
。

答　
村
と
し
て
は
説
明
を

受
け
て
い
る
費
用
や
工
期

の
下
で
工
事
が
進
め
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。　

　

問　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
う

キ

*

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
は
、
現

金
と
違
っ
て
使
う
人
が
限

ら
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル

化
は
時
代
の
流
れ
で
は
あ

る
が
、
住
民
の
利
用
が
少

な
い
状
況
で
の
事
業
ス

タ
ー
ト
は
時
期
尚
早
で
は

な
い
か
。
現
状
で
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
決
済
を
利
用
し
て

い
る
住
民
が
ど
の
程
度
い

る
と
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
住
民
の
利
用
状
況
は

調
査
し
て
い
な
い
。
総
務

省
白
書
に
よ
る
と
ス
マ

ホ
保
持
者
は
、
67
．６
％
。

村
内
で
は
２
０
０
店
舗
以

上
が
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を

活
用
し
て
い
る
。

問　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は

破
綻
し
て
い
て
原
発
に
将

来
性
は
な
い
が
、
村
長
は

な
ぜ
認
め
な
い
の
か
。

答　

資
源
の
有
効
利
用
、

放
射
性
廃
棄
物
の
有
害
度

低
減
等
の
観
点
か
ら
、
日

本
原
燃
㈱
の
再
処
理
事
業

の
変
更
許
可
の
動
き
も
あ

り
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
は
継
続
さ
れ
る
も
の
と

受
け
止
め
て
い
る
。

問　
人
間
の
時
間
軸
に
合

わ
ず
、
将
来
世
代
に
負
の

遺
産
と
な
る
核
廃
棄
物
の

処
理
を
、
な
ぜ
再
稼
働
の

要
件
に
加
え
な
い
の
か
。

答　
放
射
性
廃
棄
物
の
処

理
・
処
分
問
題
は
、
東
海

第
二
発
電
所
問
題
と
無
関

問　
住
民
の
現
状
を
調
査

せ
ず
に
取
り
組
む
の
で
は
、

ど
れ
だ
け
の
効
果
が
あ
っ

た
か
検
証
で
き
な
い
。
ま

た
、
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い

高
齢
者
等
と
の
間
に
支
援

の
差
が
生
じ
る
が
。

答　
こ
れ
ま
で
に
村
民
誰

も
が
利
用
で
き
る
割
引

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て

き
た
。

問　
よ
り
多
く
の
住
民
に

利
用
し
て
も
ら
う
方
策
は
。

答　

チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
案
内
し
、
ま

た
実
施
店
舗
に
の
ぼ
り
旗

を
置
く
な
ど
、
よ
り
多
く

の
住
民
に
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
る
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
格
差
の
是
正
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

* キャッシュレス決済ポイント還元事業 … まずは、スマートフォンアプリを登録
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　決済金額の 30％相当のポイントを還元 1 会計上限 1000 円 ひと月の上限 1 万円



一

般

質

問

2021.4 第44 号 10議会だより

スリムに進化した自治会は
持続可能な社会の重要基盤

事業化が進む国道6号への取り付け道路

問 　自治会の負担軽減と
今後の展望は

答 　課題を把握し、改善に取り組む　

問 　国道６号拡幅の
協議体設置を望む

答 　自治会と調整し課題解決に努める　

け
道
路
改
修
等
の
調
整
を

行
う
会
議
体
の
設
置
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

答　

４
車
線
化
に
伴
い

中
央
分
離
帯
が
設
置
さ
れ
、

信
号
の
あ
る
交
差
点
以
外

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
右
折
で
き
な
く
な
る
こ

と
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
ま
た
、
石

神
外
宿
地
区
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
自
治
会
な
ど
か
ら

取
り
付
け
道
路
な
ど
の
整

備
に
つ
い
て
ご
要
望
を
頂

い
て
い
る
。
会
議
体
の
設

置
等
に
つ
い
て
は
、
自
治

会
と
調
整
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
課
題
解
決
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問　
本
村
の
現
行
自
治
会

制
度
は
、
高
齢
化
や
形
骸

化
な
ど
に
よ
っ
て
行
き
詰

ま
り
が
散
見
さ
れ
る
。
高

齢
化
、
住
民
生
活
の
多
様

化
や
価
値
観
の
変
化
に

よ
っ
て
、
自
治
会
役
員
の

担
い
手
不
足
や
会
員
の
退

会
が
多
発
し
て
い
る
。
自

治
会
制
度
の
長
い
歴
史
の

中
で
自
治
会
に
対
す
る
予

算
措
置
、
ゴ
ミ
出
し
当
番
、

集
積
場
の
用
地
確
保
、
神

社
の
氏
子
制
度
の
紐
付
け

な
ど
是
正
が
必
要
で
あ
る
。

　
村
政
や
ま
ち
づ
く
り
の

議
論
、
大
規
模
行
事
計
画

な
ど
は
地
区
自
治
会
に
集

約
し
て
単
位
自
治
会
の
役

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
。

問　
村
内
の
国
道
６
号
の

２
車
線
区
間
は
、
４
車
線

化
が
事
業
化
さ
れ
た
。
現

在
は
、
測
量
・
設
計
、
地

権
者
へ
の
説
明
等
に
入
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
地

権
者
な
ど
の
個
々
人
と
の

話
し
合
い
が
中
心
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
村
道
の
取
り

付
け
道
路
の
改
良
な
ど
は
、

国
道
管
理
事
務
所
で
検
討

さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
国
道
の
取
り
付
け

道
路
は
、
地
権
者
以
外
の

住
民
も
含
め
て
利
用
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
自
治
会
、

地
域
住
民
等
の
皆
さ
ん
と

村
執
行
部
、
さ
ら
に
国
道

事
務
所
と
の
間
で
調
整
す

る
必
要
が
あ
る
。
取
り
付

新政とうかい

三
み か み

上　修
おさむ

　議員

新政とうかい

寺
て ら

門
か ど

　定
さ だ の り

範　議員

ま
た
、
単
位
自
治
会
は
見

守
り
、
防
災
、
自
警
団
活

動
な
ど
を
担
う
程
度
に
留

め
、
高
齢
者
や
働
き
盛
り

の
世
代
も
自
治
会
役
員
を

務
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
な
改
革
が
急
務
で
あ
る
。

本
村
の
対
策
と
展
望
は
。

答　
班
長
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢

者
世
帯
が
自
治
会
を
退
会

す
る
等
、
メ
リ
ッ
ト
が
見

え
な
い
と
い
う
理
由
で
入

会
い
た
だ
け
な
い
世
帯
も

存
在
し
、
自
治
会
活
動
の

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

地
域
の
方
々
と
対
話
を
重

ね
、
自
治
会
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

の
浸
透
に
取
り
組
む
。



一

般

質

問

2021.4 第44 号11 議会だより

カバークロップ栽培奨励補助事業
を活用した麦畑

手すりによる転倒防止

問 　カバークロップ廃止は
農家理解を

答 　機会を設け丁寧な説明を心掛ける　

問 　介護リフォーム
負担方法の改善を

答 　受領委任払いの検討を進める　

（
１
～
３
割
）
だ
け
を
支

払
い
、
残
り
は
村
が
直
接

事
業
者
に
給
付
す
る
「
受

領
委
任
払
い
」
制
度
に
変

更
で
き
な
い
か
。
村
の
考

え
を
伺
う
。

答　
「
受
領
委
任
払
い
」

制
度
は
、
近
隣
自
治
体
に

お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

工
事
代
金
の
全
額
を
用
意

せ
ず
に
済
む
こ
と
か
ら
利

用
し
や
す
く
な
る
。
従
来

の
制
度
に
加
え
て
、「
受

領
委
任
払
い
」
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

の
登
録
管
理
を
含
め
調

査
・
研
究
を
行
い
、
令
和

３
年
度
内
を
目
途
に
実
施

し
た
い
。

問　
春
の
嵐
に
よ
り
土
ぼ

こ
り
が
舞
い
上
が
り
、
前

方
が
見
え
な
く
な
る
現
象

は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
対
策
で
あ
っ
た
カ

バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
栽
培
奨
励

補
助
金
が
令
和
３
年
度
か

ら
廃
止
す
る
こ
と
と
決
定

し
た
。
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
経
緯
と
理
由
は
。

ま
た
、
事
業
を
廃
止
す
る

こ
と
に
対
し
て
農
家
の
理

解
を
ど
う
求
め
た
の
か
。

答　

平
成
15
年
度
か
ら

畑
作
奨
励
補
助
事
業
が
始

ま
り
、
平
成
23
年
度
か
ら

現
在
の
「
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ

プ
栽
培
奨
励
補
助
事
業
」

に
改
称
し
、
麦
な
ど
の
緑

肥
作
物
を
畑
に
す
き
込
み

問　
介
護
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、 

手
す
り
や
床
の
段
差
を
な

く
す
な
ど
、
要
介
護
者
が

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
安
全

な
生
活
を
続
け
る
た
め
に

必
要
な
工
事
で
あ
る
。
工

事
費
用
は
介
護
保
険
の
対

象
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
、
20 

万
円
ま
で
の
工
事
が
１
割

か
ら
３
割
の
負
担
で
で
き

る
。
本
村
で
は
、
改
修
費

の
全
額
を
支
払
っ
た
後
に
、

介
護
保
険
か
ら
給
付
支
払

い
を
受
け
る「
償
還
払
い
」

方
式
を
取
っ
て
い
る
。
こ

の
方
式
は
、
利
用
者
が

い
っ
た
ん
全
額
を
支
払
う

必
要
が
あ
り
経
済
的
な
負

担
が
大
き
い
。
そ
こ
で
、

利
用
者
が
自
己
負
担
分

新政とうかい

笹
さ さ

嶋
じ ま

　士
し

郎
ろ う

　議員

公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

地
力
回
復
を
図
る
目
的
で

16
年
間
続
け
て
き
た
。
事

業
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

数
年
前
か
ら
利
用
者
に
対

し
て
、
そ
の
必
要
性
を
周

知
し
て
き
た
。

問　
数
年
前
か
ら
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
行
っ
て
き
た
と
の

こ
と
だ
が
、
農
家
の
方
は

信
じ
て
い
な
い
。
農
家
を

集
め
、
し
っ
か
り
と
し
た

説
明
会
を
開
き
、
丁
寧
な

説
明
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

答　

農
家
に
対
す
る
支

援
策
の
新
設
や
事
業
の
見

直
し
が
あ
る
場
合
は
、
必

要
に
応
じ
て
説
明
会
な
ど

を
開
催
し
、
今
後
も
丁
寧

な
説
明
を
行
っ
て
い
く
。



一

般

質

問

2021.4 第44 号 12議会だより

2級河川の延伸を望む新川

長寿命化改修作業のイメージ
文部科学省ＨＰ資料より抜粋

修繕 大規模修繕

長寿命化
改修改善

原
状
回
復

性
能
向
上

改修の種類

部分 全体

問 　地域自治を積極的に
進めているか

答 　条例理念を遵守し信頼を得ていく　

問 　コロナ禍の
総合管理計画改定とは

答 　将来を見据えた改定作業を進める　

考
え
を
伺
う
。

答　

総
合
管
理
計
画
の

改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
公

共
施
設
等
の
総
量
を
把
握

し
、
維
持
管
理
及
び
更
新

に
係
る
経
費
に
つ
い
て
の

再
計
算
を
行
い
、
必
要
と

さ
れ
る
総
経
費
を
算
出
し

た
上
で
、
今
後
の
財
政
負

担
を
再
検
証
す
る
。
公
共

施
設
等
の
在
り
方
を
考
え
、

統
廃
合
や
集
約
化
等
、
適

正
配
置
を
検
討
し
て
い
く
。

現
在
あ
る
公
共
施
設
等
を

単
に
延
命
化
し
、
財
政
負

担
を
先
延
ば
し
に
す
る
だ

け
の
計
画
と
な
ら
な
い
よ

う
、
村
の
将
来
像
を
し
っ

か
り
と
見
据
え
た
改
定
作

業
を
進
め
る
。

問　
あ
る
地
区
の
自
治
会

長
か
ら
、
村
は
指
示
す
る

だ
け
で
地
区
の
意
見
を
聞

い
て
も
実
行
せ
ず
言
っ
て

も
無
駄
だ
と
半
ば
あ
き
ら

め
の
よ
う
な
声
を
聞
く
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
自
治

基
本
条
例
の
遵
守
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。　

答　

自
治
基
本
条
例
は
、

本
村
の
最
高
規
範
で
あ
る
。

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
は
大
切
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
と
も
条

例
の
理
念
を
誠
実
に
遵
守

し
て
い
く
。

問　
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま

さ
に
人
づ
く
り
で
あ
る
。

人
と
人
と
の
信
頼
や
絆
が

重
要
で
強
い
信
念
を
持
っ

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

感
染
症
対
策
と
産
業
へ
の

影
響
に
よ
っ
て
村
財
政
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
イ
ン

フ
ラ
施
設
等
の
必
要
性
に

つ
い
て
は
十
分
な
議
論
を

進
め
、
施
設
の
優
先
順
位

を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
数
十
年
後
に
数

十
億
の
予
算
不
足
と
い
う

赤
字
あ
り
き
の
計
画
で
は

な
く
、
戦
略
性
あ
る
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
を
構
築
し
、

全
て
を
行
政
で
負
担
で
き

な
い
将
来
を
見
据
え
て
、

今
、
何
が
必
要
で
今
後
何

を
す
べ
き
か
、
事
業
の
聖

域
な
し
で
十
分
に
検
討
す

べ
き
。
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

統
廃
合
等
に
向
け
た
村
の

村
む ら

上
か み

　孝
たかし

　議員

新政とうかい

武
た け

部
べ

　愼
し ん

一
い ち

　議員

て
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

答　

今
後
も
よ
り
一
層
、

地
域
に
出
向
い
て
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
む
。

問　
新
川
を
県
管
理
と
す

る
進
捗
状
況
は　
　
　

答　

引
き
続
き
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く　

問　
新
川
を
県
管
理
の
２

級
河
川
と
し
、
村
の
歳
費

を
少
な
く
す
る
た
め
、
県

と
の
協
議
を
村
長
自
ら
働

き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

答　

毎
年
、
県
央
地
域

首
長
懇
話
会
に
て
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

２
級
河
川
の
延
伸
に
つ
い

て
は
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
く
。



一

般

質

問

2021.4 第44 号13 議会だより

問 　「官民共創」では
格差広げないか

答 　公共的価値の担い手を考え直す事　
問　
「
官
民
共
創
」
の
発

想
は
前
の
安
倍
自
・
公
政

権
が
人
口
減
少
対
策
と
し

て
打
ち
出
し
た
「
地
方
創

生
」
由
来
と
考
え
る
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
化
な

ど
地
域
の
活
性
化
に
逆
行

し
、
新
た
な
地
方
切
り
捨

て
と
な
る
重
大
な
内
容
が

含
ま
れ
る
。
ま
た
自
・
公

政
権
は
「
公
的
サ
ー
ビ
ス

の
産
業
化
」
も
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
て
い
る
。
格
差
を

広
げ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
時
点
で
特
定
の

分
野
や
事
業
へ
の
具
体
的

な
方
向
性
を
示
し
て
は
い

な
い
。
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
単
に

民
間
に
任
せ
る
と
い
う
発 大

お お

名
な

�美
み

恵
え

子
こ

　議員

想
で
は
な
く
、
共
に
創
り

上
げ
る
発
想
に
よ
り
事
業

が
実
現
さ
れ
る
も
の
。

問　
例
え
ば
下
水
道
や
水

道
事
業
は
、
電
気
や
ガ
ス

と
同
様
に
行
政
で
は
や
ら

な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と

か
。
ま
た
自
民
党
の
政
策

は
社
会
保
障
の
分
野
ま
で

民
間
企
業
の
参
入
を
促
進

さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

答　

従
来
か
ら
役
場
が

や
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
は
あ

る
が
、
公
共
の
ニ
ー
ズ
が

広
が
っ
て
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
は
誰
が
提
供
す
る
の
か

と
い
う
と
き
に
使
い
た
い

手
法
だ
。
水
道
や
福
祉
は

本
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
と
考
え
る
。

SDGs　では、「都市と人間の居住
地を包摂的、安全、強靭かつ持続
可能にする」と掲げられているが。

議会 T OPICS
トピックス

東海高校生が議会を傍聴しました！
　3月10日に東海高校
の生徒８名が役場での就
業体験と併せて、議会を
傍聴に訪れました。傍聴
を通して次世代を担う高
校生の皆さんが、村政・
議会への関心を高めて目
指す将来の参考になれば
幸いです。�

3 月定例会

こんな感想がありました！

なかなか来ることが
ない議会を見られて
良かったです。 とても緊張感が

あって驚きました！



どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越しく
ださい。（受付は 30 分前から）

傍聴の定員は
50 名

傍 聴から
はじめよう！

表紙写真の紹介

　シルバー人材セン
ターのスタッフによる
東海駅前駐輪場の整理
作業のようす。無造作
に置いてある自転車を
１台ずつ丁寧に整理し
てくれています。
　毎朝お世話になって
います！

 ６ 月 定 例 会 日 程（予定）
期　日 時　間 内　容 期　日 時　間 内　容

６月 １日（火） 午前 10 時～ 開会 ６月 14 日（月） 午前　９時～ 予算決算委員会

６月 ９日（水） 午前 10 時～ 一般質問 ６月 15 日（火） 午前 10 時～ 予算決算委員会

６月 10 日（木） 午前 10 時～ 一般質問 ６月 18 日（金） 午前 10 時～ 議案審議

６月 11 日（金） 午前 10 時～ 一般質問 ※日程は変更になる場合があります。

内　容

村内各コミセン
総合福祉センター「絆」

でライブ配信中

委　員　長　　寺門　定範　　副 委 員 長　　植木　伸寿　
委　　　員　　大名美恵子　　江田　五六　　越智　辰哉　　河野　健一　　三上　修

議　会　報　
編集委員会
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と学ぼう

イモジロー

東海村議会のホームページって、村に住んでいる
外国の人たちや海外の人も見てるかなぁ？

確か、英語と韓国語（ハングル）があったよ。
いもジィ

かおりん

中国と香港・台湾で使う 2 種類の中国語でも表示できるよ。

イモゾー

多くの市町村は外国語表示は英語だけだけど、東海村と議
会は４種類の外国語表示でグローバル社会に対応してる。
それって、SDGs の精神だね。
干しバア

It’s great ！

今回は、議会ホームページの外国語表示機能についてお知らせします。

議会ホームページの外国語表示機能

現在ホームページの外国語表示

は、自動翻訳システムによるも

ので、海外の方が見たら思わず

苦笑いしそうな表記もありそう

ですが、世界中の方々と自由に

会話できる日が、すぐそこまで

来ているかも知れませんね。議会ホームページは
こちら




